
 

（第２号様式）   
令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立鶴見高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新学習指導要
領に基づいた
教育課程を策
定し、カリキ
ュラム・マネ
ジメントに取
り組む。 

・組織的、体系
的な授業改善
をとおして生
徒の学びに向
かう力や探究
心を高める。 

・学校行事や生
徒会活動等を
通じて、生徒
の主体性・リ
ーダーシップ
を育成する。 

①新学習指導要
領の適切な運
用に向け、カ
リキュラム・
マネジメント
に取り組む。 

②主体的・対話
的で深い学び
を実現し、思
考 力 ・ 判 断
力・表現力を
育む授業実践
に向けて組織
的に授業改善
に取り組む。 

③学習習慣を定
着させ、基礎
学 力 の 向 上
と、学びに向
かう力を育成
する。 

①授業時間や多展
開等の授業編成
を見直し、必要
な人的・物的体
制の確保を進め
る。 

②ICT を活用し、
学習の基盤とな
る各種資質・能
力を育成する。 

②教科等の指導で
1 人 1 台端末の
活用を推進す
る。 

③探究的な学習や
日常や社会との
関連を重視した
学習を充実させ
る。 

③Classroom を活
用して課題等を
日常的に配信し
学習習慣を定着
させる。 

①新２年の選択
科目の配置を
適切にできた
か。 

①65 分授業の課
題を把握でき
たか。 

②Classroom 等の
活用状況。 

②１学年の授業
における 1 人 1
台端末の活用
状況。 

②組織的な授業
改善が行われ
ているか。 

③探究的な学習
活動の実施状
況。 

③Classroom での
課題配信を行
った科目数。 

①新教育課程におけ
る３学年選択科目
の見直しや 65 分授
業 の 検 討 を 行 っ
た。 

②ICT を積極的に活用
し、主体的・対話
的で深い学びを推
進した。また、１
学年では 1人 1台端
末を全科目で活用
し学習の基盤とな
る資質・能力を涵
養する授業改善に
取り組んだ。 

③Classroom を用いて
課題配信を１学年
で は 全 科 目 で 行
い、学習習慣の定
着 に 努 め た 。 ま
た、SDGs について
の探究学習を行っ
た。 

①引き続きカリキュ
ラムの見直しや少
人数学習、TT 科目
の見直しを進め
る。 

②1人 1台端末を効果
的に用いた授業づ
くりを進めるとと
もに、協働学習や
表現活動を充実さ
せ、主体的・対話
的で深い学びを実
現する授業改善に
取り組んでいく。 

③ICT の活用で学習
の記録作成を習慣
化させ、学習状況
の可視化・共有化
を行い、生徒自ら
が課題を発見し、
PDCA サイクルを実
践できる仕組みを
つくる。 

①コロナ禍で必要な体験
ができなかった世代が
入学してくる。カリキ
ュラムの見直しで必要
な体験をさせること。 

②９割の生徒が意欲的に
授業に取り組めている
のは素晴らしいこと
だ。引き続き授業改善
に取り組んでほしい。
また、１人１台端末の
活用は緒についたばか
りである。今後も工夫
を凝らして取組をすす
めていく必要がある。 

③学習習慣の確立と探究
的な学びを積極的に進
めていく必要がある。 

①次年度についても 50 分授業
を継続する。令和６年度に
新教育課程が完成する。こ
の間に分析を進め、改善の
方策を検討していく必要が
ある。 

②生徒による授業評価は、
「すべての授業について意
欲的に取り組んでいる」
90.4％、「授業の中で身に
ついたことやできるように
なったことを実感できた」
86％、「授業で得た知識を
もとに、自分の考えをまと
めたり課題の解決方法を考
えたりすることができた」
86％と良好であった。来年
度は２学年でも１人１台端
末を用いた授業改善が求め
られている。 

③ １ 学 年 で は 全 教 科 で
Classroom による課題配信が
行われた。他学年でも同様
の取り組みを進め、学習習
慣の定着と学びに向かう力
の育成に取り組む必要があ
る。 

①新教育課程の完成する次年
度では、65 分授業実施の是
非について検討し、決定し
ていく。また、中学校まで
で体験できなかったカリキ
ュラムの実施について検討
していく。 

②１、２学年における 1人 1台
端末の効果的な活用方法や
さらなる ICT の活用につい
ての検討や研修を充実さ
せ、本校が育成したい資
質・能力の向上を実現する
授業改善に取り組んでい
く。 

③ICT の活用により、学習状況
の可視化・共有化を行い、
生徒自らが課題を発見し、
PDCA サイクルを実践できる
仕組みをつくる。 

２ 生徒指導・支援 

・生徒との確か
な信頼関係に
基づいた生徒
理解に努め、
基本的な生活
習慣の確立、
社会性を育成
する。 

・生徒一人ひと
りの実態や特
性に応じたき
め細かい支援
の一層の充実
を図る。 

・ 部 活 動 を 含
め、生徒が自
主的・主体的
に活動できる
教育環境の充
実を図る。 

①全職員の共通
認識のもと、
きめ細かく粘
り強い生活指
導を通じて、
基本的な生活
習慣の確立を
図る。 

②個々の生徒の
課 題 を 共 有
し、課題解決
に向けて支援
を行う。 

③部活動や学校
行事の充実を
図 り 、 主 体
性、社会性、
豊かな人間性
を育成する。 

①生徒一人ひとり
が抱える問題や
困り感に目を向
け、早期発見、
早期対応できる
支援体制の構築
を図る。 

②生徒毎の情報共
有を的確に行
い、職員全体の
共通理解のもと
きめ細かい支援
を行う。 

③生徒の主体的活
動の充実を図
り、豊かな人間
性を育てる。ま
た、活動の成果
を発信してい
く。 

①個々の生徒に
対して迅速に
対応し、課題
解決の道筋を
示すことがで
きたか。 

②定期的情報共
有の回数と、
生徒の状況に
応じた対応が
できたか。 

③新入生の部活
動 加 入 率 が
70％以上であ
ったか 

③学校行事につ
いて 70％以上
の生徒が充実
感を感じるこ
と が で き た
か。 

③学校掲示板を
定期的に更新
できたか。 

①基本的生活習慣の
確立に向け、粘り
強 く 指 導 を 行 っ
た。 

②毎週定期的に教育
相談の打合せを行
い、生徒状況の情
報把握を行うこと
で、課題を抱えた
生徒に応じた支援
を行った。 

③部活動では 1年生の
加入率が 70％を超
えた。学校行事全
般で生徒が主体的
に活動でき、その
サ ポ ー ト も で き
た。文化祭後のア
ン ケ ー ト で は 、
「楽しめたか？」
の質問に対し 80％
の生徒が「そう思
う」と回答した。
掲示板は活用でき
なかった。 

①計画的に個別面談
等を行い、課題の
早期把握と職員間
の情報共有に努
め、課題解決に向
けて指導、支援を
行っていく。 

②個々の職員の動き
に差がある。各学
年の教育相談コー
ディネーターを中
心に迅速な対応が
できる体制づくり
の再点検をする必
要がある。 

③新型コロナウイル
ス感染症の感染拡
大により学校行事
の制限による経験
不足を理解した上
で、生徒の指導・
支援を行う。掲示
板を活用し、生徒
活動のアピールを
行っていく。 

①高校では、力強く、切
れ目のない質の高い教
育活動を行ってほし
い。 

②カウンセラーや外部の
関係機関と連携し、生
徒情報を的確にとらえ
て対応をしていってほ
しい。 

③中学生にとっても、こ
のコロナ禍は失われた
３年間となり、いろい
ろな体験活動ができて
いない。部活動や生徒
行事等の主体的な体験
を丁寧に進めていって
ほしい。 

①基本的な生活習慣の確立に
向け、学年を中心に指導を
行った。教育相談の対応が
必要な生徒が各学年 10 名以
上おり、支援体制づくりを
迅速かつ緻密に行うことに
支障が出ている。 

②教育相談担当者は、毎週打
ち合わせを行い、課題を抱
えた生徒に応じた支援を行
ってきた。しかし、コロナ
禍以降、心に問題を抱える
生徒が増えてきている。 

③各種行事も開催できるよう
になり、生徒の活動場面も
増えてきている。今後も世
の中の状況に応じて行動を
考え、その制限範囲内で最
大限のパフォーマンスがで
きるように企画、実行して
いく。 

①今後も学年団の共通理解の
もと、粘り強く指導を行っ
ていく。 

②教育相談体制は充実してい
るが、さらに生徒理解と情
報共有を進める。また、SC
や SSW などの外部機関との
さらなる連携を図り、支援
体制を強化していく。 

③ウィズ・コロナの時代に合
わせつつも、生徒が主体的
に活動できる場面を作って
いく。部活動運営の方法や
活動計画の見直し等を進め
加入率を増加させていく。
また、生徒行事の企画等、
生徒に考えさせる場面をつ
くり、主体性、社会性、豊
かな人間性を育成する仕組
みを再構築していく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 11日実施） 

総合評価（３月 24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの社会的自
立に向けキャ
リア発達を促
進させる。 

・将来に見通し
を持たせ、生
徒が希望進路
の実現に向け
た進路指導・
支援の充実を
図る。 

・生徒一人ひと
りの社会的自
立に向け、キ
ャリア諸能力
の 形 成 を 図
る。 

・生徒の進路希
望の実現に向
け、系統的な
進路指導・支
援の充実を図
る。 

・キャリア・パス
ポートを活用
し、自己の変容
や成長を実感で
きるよう組織的
な指導・支援に
取り組む。 

・３年間を見通し
た組織的な進路
指導体制を構築
する。 

・年間計画に基づ
いた各種（模
擬）試験に対す
る事前指導や振
り返り等によ
り、生徒の希望
進路の実現に向
けて、きめ細か
い支援の充実に
取り組む。 

・校種間で引き
継いだキャリ
ア・パスポー
トを活用し、
ポートフォリ
オを蓄積する
ことができた
か。 

・大学入試制度
等についての
適切な情報収
集及び提供が
できたか。 

・希望進路の実
現に向けてス
モールステッ
プを設定し、
課題を解決す
ることができ
たか。 

・ 進 路 に 対 し
て、生徒に自
己肯定感を持
たせることが
できたか。 

・中学校で作成した
キャリア・パスポ
ートを回収した。
また、行事ごとに
ポートフォリオを
蓄積した。 

・各学校の総合型選
抜や学校推薦型選
抜についての情報
提 供 を 行 っ た 。
35％程度の生徒に
ついて進路の実現
につなげることが
できた。 

・総合学力テスト等
のデータを活用し
た振り返りや個別
支援を行い、学力
の向上につなげる
ことができた。 

・キャリア・パスポ
ートは中学校毎に
様式が異なるの
で、活用方法の検
討が必要である。 

・総合型選抜、学校
推薦型選抜につい
ては、生徒の進路
実現に向けて、職
員の共通理解を図
り、組織的な支援
を継続する。ま
た、大学入学共通
テストや一般選抜
に向けた学力向上
等の指導、支援を
組織的に継続して
行う。 

・生徒の進路希望の
実現に向け、デー
タを活用した指
導、支援を組織的
に継続して行う。 

・様々なことを経験させ
る中で、生徒本人が進
路適性を考えていくこ
とが大事である。OB・
OG 職業講演会や企業等
を肌で感じる機会を充
実させ、様々な経験を
する中で本人が自己の
適性を認識し、キャリ
ア選択できるように進
めてほしい。 

・中学生としては、選択
肢の多い学校は選びや
すい。今後も情報提供
を丁寧に行い、系統的
な指導を実施し、生徒
の希望進路の実現に向
けての支援に期待して
いる。 

・中学校で作成したキャリ
ア・パスポートを回収した
が、学校ごとに様式が全く
異なり、活用方法に課題が
ある。高校では行事ごとに
ポートフォリオを入力し蓄
積させている。 

・上級学校の各種選抜方法に
ついて、制度の変更点等の
情報提供を適切に行った。
その結果、総合型選抜や学
校選抜型選抜制度を活用し
進路決定をした生徒が 35％
となった。一定程度進路に
対しての自己肯定感を高め
ることができた。 

・各種学力テスト等の振り返
りを毎回行い、個別支援を
充実させた結果、学力向上
につなげることができた。 

・キャリア・パスポートの活
用方法を具体的に決定し、
キャリア形成諸能力の形成
に活用していく。 

・新学習指導要領策定後の大
学入試も間近に迫ってきて
いる。大学入学共通テスト
や一般選抜等も含め、引き
続き情報収集に努め、職員
の共通理解を図り、組織的
な支援を継続する。また、
上級学校が入学者に求める
資質・能力の向上に向けて
の指導・支援体制を構築し
ていく。 

４ 地域等との協働 

・ コ ミ ュ ニ テ
ィ・スクール
の仕組みを通
じて、地域、
同窓会等の外
部の教育資源
を有効に活用
する。 

・外部への情報
発信を積極的
に展開し、開
かれた学校づ
く り を 進 め
る。 

①学校運営協議
会 と 連 携 し
て、コロナ禍
でも可能な地
域との連携を
図り、地域、
同窓会、保護
者と協働した
取組を進めて
いく。 

②学校説明会や
ホームページ
の内容の充実
を図り、本校
の教育活動を
広 く 発 信 す
る。 

①地域と協働し、
学校が地域との
関わりの中で、
何ができるのか
模索し、能動的
に活動する。 

②学校説明会や見
学会は長期休業
中をメインに実
施する。また、
ホームページの
内容の充実と更
新を図る。 

①地域との関わ
りを持ち、能
動的な貢献活
動 が で き た
か。 

②学校説明会や
見学会に多く
の人が参加し
たか。ホーム
ページの内容
の充実を図る
ことができた
か。また、更
新の時期が適
切だったか。 

①学年ごとに地域清
掃活動を実施する
ことができた。 

②学校説明・見学会
には約 2000 名の方
が参加した。ホー
ムページについて
は、多少更新でき
たものもあるが、
全体的に滞りがち
である。 

①地域との関わりを
持った能動的な貢
献活動であること
を生徒に周知し実
施していく。 

②学校説明会では好
評であった校舎内
見学を継続する。
ホームページにつ
いては、行事等の
後に速やかに更新
する仕組みを構築
する。 

①地域にかかわりを持つ
生徒の姿を見せていく
ことは重要な取り組み
だ。さらに工夫を重ね
て能動的な取組に期待
している。 

②生徒の活動を積極的に
アピールしていく必要
がある。 

①地域清掃は学校主導で再会
できたが、その他の地域と
のかかわりについては、学
校運営協議会との連携が課
題となっている。 

②学校説明会・見学会は実施
方法が改善され、希望者が
全員参加できるようになっ
た。ホームページの更新が
課題として残っている。 

①学校運営協議会と連携し、
いろいろな場面で地域に貢
献する活動を企画し、実施
していく。 

②行事等では記録係を設ける
とともに、ホームページ担
当を全グループにおき、行
事等の後にすぐに更新する
体制を構築する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・すべての職員
が学校教育目
標を目指し、
効率的、効果
的な教育活動
に取り組み、
社会に開かれ
た教育課程の
実 現 を 目 指
す。 

・職員の働き方
改革を推進す
るとともに、
事故・不祥事
の未然防止に
努め、県民か
ら信頼される
学校づくりに
努める。 

①スクール・ポ
リ シ ー の も
と、全職員が
学校教育目標
の達成に向け
て教育活動を
推進する。 

②職員一人ひと
りが事故・不
祥事防止に向
けて、当事者
意識をもって
取り組む。 

③グラウンド改
修工事による
教育活動への
影響を最小限
にとどめる。 

①スクール・ポリ
シーの理念を全
職員で共有し教
育活動を推進す
る。また、広報
活動に活用す
る。 

②不祥事防止研修
を定期的に開催
する。 

③近隣の施設等を
活用し、部活動
の活動場所を確
保する。 

①スクール・ポ
リシーをホー
ムページや各
種配付物等に
掲載し、周知
できたか。 

②不祥事防止研
修を何回実施
し た か 。 ま
た、不祥事ゼ
ロを達成でき
たか。 

③部活動が十分
に練習等を実
施できる活動
場所を確保で
きたか。 

①スクール・ポリシ
ーをホームページ
や学校要覧、学校
案内に掲載した。 

②不祥事防止研修を
年間で 13 回実施し
た。成績処理につ
いて事故が発生し
てしまった。再発
防止に向けマニュ
アルや体制を整備
した。 

③近隣学校のグラウ
ンドや近隣有料施
設も活用し部活動
を実施できた。 

①様々な機会を通
し、スクール・ポ
リシーに示した本
校の教育理念や教
育活動、カリキュ
ラム、求める生徒
像等をアピールし
ていく。 

②今後も不祥事の再
発防止に向けたシ
ステム整備と、点
検体制を強化行
う。 

③今後に備え、今回
の経験を引き継い
でいく。 

①全職員がスクール・ポ
リシーに対する理解を
深め、教育活動を行っ
ていくこと。 

②事故・不祥事のおきな
い環境整備に努めてい
ってほしい。 

③今後も生徒の活動を保
障する環境整備に努め
てほしい。 

①スクール・ポリシーの周知
は可能な限り実施した。 

②研修会を定期的に開催して
きたが、成績処理における
事故が起きてしまった。成
績処理の書式等を年度内に
改定し、以降の事故を防止
することができた。あらゆ
る油断を排して事故防止に
努めていく必要がある。 

③近隣学校のグラウンドや近
隣施設を利用して部活動の
活動場所を確保したが、部
活動によってはかなり練習
に制限がかけられてしまっ
た。 

①スクール・ポリシーの内容
を全職員が熟知するととも
に、社会に開かれた教育課
程の実現を目指していく。 

②入学者選抜制度が次年度よ
り変更される。実施方法に
合わせてマニュアルを改定
していく。また、職場討議
や動画による研修を充実さ
せ、事故・不祥事を起こさ
せない環境を構築してい
く。 

③生徒主体の学校運営を目指
し、今後もあらゆる事態に
対応できる体制を構築して
いく。 

 


